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　５月29日、中標津町交流センターで第78回通常総会を開催しました。
　議長には養老牛地区の影山洋平さんが選出され、議事では令和7年度事業報告や令和8年度事業計画な
ど5議案を審議し、すべてが原案通り承認されました。
　総会終了後、北海道立総合研究機構　さけます ・ 内水面水産試験場 道東センター センター長 春日井 
潔さまによる「サケ稚魚の放流から降海まで」と題したセミナーを開催しました。

通常総会
計根別農協第78回

永年勤続職員表彰　熊谷昌仙氏永年勤続職員表彰　熊谷昌仙氏良質乳生産共励会最優秀賞個人の部・良質乳生産共励会最優秀賞個人の部・
乳質成績特別表彰者・野村真一氏乳質成績特別表彰者・野村真一氏

議長を務めた影山洋平氏議長を務めた影山洋平氏

承認された議案
議案第１号 令和７年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、余剰金処分（案）及び

注記表の承認について

議案第２号 令和８年度事業計画の制定について

議案第3号 令和８年度賦課金の賦課及び徴収方法について

議案第4号 役員報酬の支給について

議案第5号 農地信託規定の一部改正について

開 催 状 況
正組合員本人出席 51名
議決権行使書面提出者 68名
代理人出席 5名

合計　124名
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計根別農業協同組合  河川環境保全セミナーの開催
　5月29日の総会終了後、家畜排せつ物の適正管理と漁業関係者との相互理解
を深めることを目的とし、「河川環境保全セミナー」を開催いたしました。講師と
して、北海道立総合研究機構さけます・内水面水産試験場道東センター長の春日
井潔氏をお迎えし、サケ稚魚の放流から降海に至る過程や、河川環境が成長に与
える影響についてご講演いただきました。
　根室管内の漁業において、サケは地域経済を支える極めて重要な水産資源です。令和4年度の統計
によると、管内の漁獲量は約1万トン、生産額は約75億6千万円にのぼります。しかし近年、サケ
の来遊数は減少傾向にあり、昨年の来遊数は過去最大時と比べて著しく低い水準でした。
　セミナーでは、サケのふ化放流事業の仕組みや稚魚の行動生態について詳しく学びました。サケ稚
魚の健全な育成には河川環境の維持が不可欠です。過去の事例からも明らかなように、家畜排せつ物
の流出によるアンモニアの発生や、有機物の分解に伴う溶存酸素の低下は、稚魚や卵に致命的な影響
を及ぼします。
　本セミナーを通じ、日々の家畜排せつ物の適正管理が、河川環境の保全と持続可能な社会の実現に
直結することを再確認いたしました。今後、農業者と漁業者の距離が縮まり、相互理解が一層深まる
ことを期待しております。� （営農部　営農振興課　小林課長）

　酪農情勢を振り返りますと、昨年6月の加工乳の期中改定、8月の飲用乳の期中改
定と、生産資材の高止まりが続く厳しい状況下で、一定の評価が得られた乳価改定で
あったと認識しております。個体販売においても1年間を通じておおむね良好に推移
し、経営面では先が見えてきた1年だったと感じております。しかし、生乳生産量に関しては、酪農
家の休農や飼養頭数の減少により、根室管内での調整を余儀なくされました。当農協では目標数量を
9万593トンと掲げましたが、結果は1,400トン下回る8万9,197トンにとどまりました。
　こうした環境下での当農協の事業成果として、販売品取り扱い高は期中の乳価改定と個体販売の高
値に支えられ、過去最高の129億800万円を達成いたしました。組合員皆様のご協力に心から感謝申
し上げます。購買品については62億7,100万円となり、これは系統結集の成果であり、お礼申し上げ
ます。令和7年度の事業収支では、事業利益として1億1,000万円を計上できました。事業外収益・
費用を調整し、昨年度からの繰越剰余金を加えた当期未処分剰余金は1億3,200万円となり、地区
別懇談会でも説明した通り、事業強化対策準備金として4,000万円を積立て、事業分量配当金として
4,000万円を今総会に上程いたします。これらの成果は組合員との協議および系統結集の結果であり、
経費削減や目標以上の事業推進にご尽力いただいた職員の皆様にも深く感謝いたします。
　昨年承認いただいた育成センターの新舎は、2月から稼働を開始しております。皆様の要望に応え、
乳牛資源の確保に努めてまいります。また、第13次中期計画の一環である週休2日制は、本年4月
からスタートいたしました。地区別懇談会でのご理解に感謝いたします。広報面では4月からインス
タグラムを開設しており、フォロワーを増やすべく皆様のご協力をお願いしたく存じます。人材確保
については、処遇改善や積極的な求人活動を展開し、必要な人材を確保していく方針です。業務効率
化に向けたデジタル化も推進しており、4月に発足した部署連携ＤＸチームのもと、ＦＡＸに代わる
伝達手段として、生産連の酪農情報一元システムを活用していく予定です。
　乳価については、昨年の二度の改定を受け、本年度は1年間を通じて1円23銭の引き上げとなり
ます。個体販売は順調ですが、農家戸数の減少や乳牛資源不足が懸念される中、第13次中期計画の
最終年度を迎えます。支援対策事業を最大限に活用し、疾病拡大の抑制や暑熱対策を徹底した上で、
目標数量である9万2,300トンの達成を目指していただきたいと考えております。
　次期中期計画の策定に向けては、本年も皆様を訪問し、率直な意見や要望を伺いながら、これまで
のデータを活用して進めていく所存です。厳しい酪農情勢下で目標達成は容易ではありませんが、向
こう10年間を見据えた堅実な計画とするため、全戸訪問の際には貴重なご意見を賜れば幸いです。
　世界情勢は不安定であり、中東情勢などが皆様の経営に少なからず影響を及ぼしていることと案じ
ております。国内の情勢も不透明ですが、我々は組合員の皆様の所得向上と生産基盤の確立を目指し、
堅実な農協運営を継続する所存です。来年9月4日には計根別で建設中の明治乳業の工場が稼働いた
します。この機に向けて、生産者の皆様と共に良質乳の生産をより一層追求してまいる所存ですので、
引き続きのご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

組 合 長 開 催 挨 拶
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　令和８年５月23日㈯、24日㈰に安平町の北海道ホルスタイン共進会
場にて北海道ブラック＆ホワイトショウが開催されました。審査員はオ
フィシャル・ジャッジに編田　尚弘　氏（陸別町 酪農家）、アソシエー
ト・ジャッジに渡辺　重明　氏（訓子府町 酪農家）が務められ、計根
別からは３戸４頭の出品となりました。
　成績と致しましては安田弘和さんが３部で７位入賞を果たし有意義な共進会となりました。

北海道北海道
ブラック＆ホワイトショウブラック＆ホワイトショウ
2026年2026年

第２部

第３部

第２部

第３部

ラッキーファームセブンスサンダー
漆原　　陸

パールビューティーフォレストジャキー
安田　弘和

ブルームーンデザイアサンダーレイ
㈱ブルームーンファーム

パールビューティージャックスアリア
安田　弘和
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畜産総合共進会計根別農協
第63回

　６月４日、第63回計根別農協
畜産総合共進会が開催されまし
た。総出陳頭数28頭がJAけねべ
つ共進会場に集結しました。

　尚、その他入賞牛は来月号でご紹介いたします。

◆シニア・グランドチャンピオン
フオレスト　カスミビユー　デルタ　ホワイトキツク ㈱フオレストフアーム

◆シニア・リザーブチャンピオン
ラツキーフアーム　サイレント　キング 漆原　　陸 氏

◆ジュニア・グランドチャンピオン
ＨＥＦ　エーエス　サンダー　ストーム ㈲ハイエストフアーム

◆ジュニア・リザーブチャンピオン
パールビューティー フォレスト ジャッキー 安田　弘和 氏
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ファーム
ステイ    受入

　5/22～5/23にかけて北海道教育大学釧路校ファームステイ受入事業が行われました。
　今年度は、髙野謙也さん宅に２名の大学生を受入しました。
　これから先生を目指していく学生さんたちが、実際の現場で学び、今後の人生において貴重な体験が
できたかと思います。
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　6/16、計根別学園の４年生を対象に牧場視察を
行いました！
　今年度はケネカランドで視察を行い、生徒たち
自ら育成牛にエサをあげたり、ロボット牛舎の搾
乳シーンを間近で見ることができ、酪農への理解
を深めることが出来ました。

青年部食
学部会

牧場視察
計根別学園
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レシピ便酪農
袋に材料を加えて凍らすだけ

和風あずきミルクアイス
材料（作りやすい分量・6個分）

ゆであずき（缶）加糖タイプ……1缶（約200g）
いちごジャム……………………大さじ3（約50g）
加糖練乳…………………………大さじ2
牛乳………………………………あずき缶2杯分

（約350㎖）

作り方

① 冷凍可能な食品用ポリ袋2枚を金属製のバットに広げる。
② ①にあずきを広げ、ジャムをあずきの上にランダムにのせる。
③ �空いたあずきの缶に練乳、牛乳を注いでよく混ぜ、ゆっくり注ぐ。
 　これを2回繰り返す。
④ 袋の口を空気を抜きながら閉じ、冷凍庫で3～4時間凍らせる。
⑤ 袋の上から手で大きめに折ってお皿に盛る。※フォークで刺してお召し上がりください。

ポイント

・ジャムはいちごの他、お好みのものを使って下さい。
・スキムミルクを大さじ5杯(30g)を加えれば、全体でたんぱく質が約10gアップ。
　≪作り方2≫ゆであずきの上にふりかけて作って下さい。

栄養成分（1個分）
エネルギー	 142kcal
たんぱく質	 3.5g
脂質	 2.7g
炭水化物	 25.5g
カルシウム	 88mg
コレステロール	 8.4mg
食物繊維	 1.2g
食塩相当量	 0.1g 

レシピ：料理家・管理栄養士　小山浩子さん　　出典：Jミルク乳和食サイト

　６月８日、クミカン実績入力勉強
会を開催しました。
　勉強会には10名が参加し、営農
計画書を用いた収支比較や見通しの
検証、クミカン取引明細、乳検成績、
飼養管理等の確認を行いました。
　次回は８月中旬頃開催予定とし、
皆様の参加をお待ちしております。

クミカン
実績入力
勉強会

開催‼
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農業用機械器具の点検整備をしましょう
　これから１番草の収穫を迎えるにあたり、農業用機械器具の点検整備、清掃はお済みでしょうか。
　中標津町内では、毎年２～３件、農業用機械器具から出火する火災が発生しています。
　収穫作業は長時間に及ぶことも多く、機械への負担も大きくなります。安全で効率的な作業を行うため
にも、今一度、農業用機械器具の適切な管理と予防整備をお願いいたします。

　駆動部に枯草等が巻きつくとベアリングが破損し、空回りや金属摩擦に
より発熱して、牧草などに引火するおそれがあります。作業後または作業
開始前に、駆動部周辺の枯草等をきれいに取り除いてください。

　駆動部が破損した状態で運転すると、発熱し牧草などに引火して、火災
が発生するおそれがあります。特にスプロケットと隣接しているベアリン
グの目視による確認、アイドリングによる異音確認を作業開始前に実施し、
それ以外の駆動部も定期的に点検してください。

　回転部及び可動部の給油、給脂が不足しているとチェーン、スプロケッ
ト、ギヤが急激に摩耗し、高温となり火災が発生するおそれがありますの
で、定期的に給油、給脂を実施してください。

清掃

点検

給油

事案 原　　　　因 着火物 範囲

１ ロールベーラーの駆動部分に牧草が入
った結果、摩擦熱で牧草に着火。 牧草 （１台）

２
ロールベーラーの電気配線が半断線し
た結果、電気抵抗が増加し配線被覆に
着火。

電気配線 （１台）

３ トラクターの触媒に牧草が触れ続けた
結果、牧草に着火。 牧草 （１台）

４ ロールベーラーのベアリングが破損し
た結果、金属摩擦で牧草に着火。 牧草 8,2138㎡

５
ロールベーラーの歯車が車体と接触し
た結果、金属摩擦による火花が牧草に
着火。

牧草 （１台）

令和６～７年の中標津町内で農業用機械から発生した火災（一部抜粋）

▪可能であれば、作業時は初期消火器具を準備しましょう。
▪�異音や異常発熱があった場合は車両を一旦停車し確認後、整備工場等に
連絡してください。

《中標津消防署　予防課予防係》



「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャンスなどを募集しています！営農支援係までメールするか事務所玄関の投書箱への投稿お待ちしております！
einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

ペンネーム　西竹娘 さん ペンネーム　Y.O さんペンネーム　なかよしさん

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～ イラストコーナー＆
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BIGBIG

中標津農高の皆さんが計根別市街地を華やかにしてくれました～中標津農高の皆さんが計根別市街地を華やかにしてくれました～ 牧草収穫中のナイス連携！牧草収穫中のナイス連携！

今月の シャッターチャンスシャッターチャンス
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　 地域に開かれた試験場として、管内農業関係者や地域住民に対して「道総研」に関
する研究業務および牛乳・ 乳製品に対する理解を深めていただくために「酪農試験場
公開デー」を開催します。

・場内施設や搾乳の見学、子牛とのふれあいコーナー、科学実験コーナー
・搾乳体験、子牛への哺乳体験、カッテージチーズづくり、バターづくり
・管内農家等製造乳製品（チーズほか）、障がい者福祉施設製品等の展示即売会
・サケ・マス類、町内河川の魚類展示
　（共催：さけます・内水面水産試験場道東センター）

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構
農業研究本部 酪農試験場 総務課
TEL 0153－72－2004

第18回

酪農試験場（中標津町旭ヶ丘７番地）

※�各種体験コーナー、見学ツアー
（バス）の整理券を9：00から配
布します。

※�スリッパの不足が予想されま
す。なるべく上履きをご持参く
ださい。子供用スリッパはござ
いません。

酪農試験場酪農試験場
公開デー公開デー

と　き

ところ

88月月55日㈬日㈬
９時～12時30分９時～12時30分
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JA共済
耳より
情報
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JAけねべつ 共済課
北海道標津郡中標津町計根別本通東3丁目17番地1
Tel0153-78-2111  Fax0153-78-2114



標津 業高校中
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会場（士幌町総合研修センター）で
閉会式後に入賞の記念写真

大会出発式の様子

令和8年度 第74回東北海道学校農業クラブ連盟
実績発表大会に出場しました！

　６月４日㈭、５日㈮の２日間大会に出場しました。士幌町総合研修センターで開催され、本校か
らはプロジェクト活動発表３発表とクラブ活動発表１発表が出場しました。分野Ⅰ類・分野Ⅱ類・
分野Ⅲ類の３発表が入賞しました。入賞した発表は８月19日㈬～21日㈮に北海道真狩高等学校を
当番校として行われる全道実績発表大会へ出場します。今回の発表題・発表内容は次のとおりです。

 分野Ⅰ類　植物活用研究班（野菜班）

（発 表 題）�微生物が農業生産を支える力に！　～光合成細菌培養キットの普及を目指して～
（発表内容）�光合成細菌の力を利用した野菜栽培を継続して５年。今年度は光合成細菌の培養に微

生物資材メーカーと共同研究しバイオ肥料の普及推進に取り組んでいきます。

 分野Ⅱ類　肉加工研究班

（発 表 題）エゾシカをプロデュース　～“ゼロカーボン”を目指したエゾシカ普及計画～
（発表内容）�地域の害獣でもあるエゾシカを有効に活用することを目的として肉加工や副産物利用

など様々な製品を開発し地域に提供するための研究発表をしました。

 分野Ⅲ類　農産加工研究班

（発 表 題）種子から始まるピタゴラスイッチ　～６次産業化大作戦！ V ～
（発表内容）�４年輪作体系の確立を目標に掲げながら、規格外品を活用した中農ソースを開発し、

オリジナルパンにも取り入れました。地域の農産物を余すことなく活かし、新たな食
の価値を創り出す取り組みとして、今後も６次産業化の実践を進めていきます。

 農業クラブ発表

（発 表 題）中農生の探求心向上‼　～地域と繋がる中標津活性化プロジェクト～
（発表内容）�昨年度も地域のサポートをいただき、学校内外において多くの生徒が活躍しました。

今年度もより多くの生徒が活躍できるよう農業クラブ活動を展開します。



標津 業高校中
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３学年インターンシップを行いました！
　５月19日㈬～21日㈮の３日間、３学年のインターンシップを行いました。今年度も町内企業の
皆様のお力添えをいただき、無事に実施することができました。
　３年生は、７月の求人票公開や９月の就職活動の解禁に向けて、進路希望の最終調整期間となり
ました。普段利用している飲食店や農業の生産現場や農業を支える機械メーカーなど様々な団体や
企業で体験をさせていただきました。体験した生徒は「近い将来の進路の選択肢としてすごく勉強
になりました」「実際に体験してみると作業が難しく勉強になった」「地域の産業を支えていることを
実感しました」「わたしも中標津、計根別のために貢献できる人になりたい」などの感想がありまし
た。
　今後は、進路実現に向けて、履歴書の作成や面接練習など釧根・中標津町の産業を支える一人と
して活躍できるよう準備を進めていきます。

令和８年度　第64回農高祭を開催します
　
　７月12日㈰　９時30分～14時50分　クラスパフォーマンス、PTAバザー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　農高太鼓局披露、有志ステージ発表 等
　７月13日㈪　８時30分～11時40分　熱志会企画等（この日は学校開放はしません）

　１日目は一般来校が可能となります。学級ごとにステージ発表を行います。来月号には、農高祭
での生徒の活躍を掲載させていただきます。生徒の活躍をこの機会にぜひご覧ください。

生産技術科生徒のコーンズ・エージーでの様子

食品ビジネス科生徒のニトリでの様子

生産技術科生徒の計根別農協での様子

食品ビジネス科生徒のふわりとベーカリーでの様子
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普及センター通信根室農業改良普及センター

北根室支所 272-2163
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衛生的乳質改善シリーズ⑫　ミルカーシステムの保
メンテナンス

守管理

ミルカーは、搾乳するために毎日使う機械です。そして、搾乳で得られた生乳は酪農家の収入です。
ミルカーの機能が低下すると、乳房炎や乳質低下のリスクが高まります。
ミルカーの性能を維持するために、日々のメンテナンスと年一回の点検を受けましょう。

⚠ミルカーシステムの異常は、乳房炎発症リスク⚠

◦�ミルカーシステムは、乳頭からミルククロー
に真空で生乳を吸引（搾乳）して、バルククー
ラーに送ります。

◦�パルセーターにより、ティートカップ内部の
真空と大気を規則的に切り換えることで、断
続的な搾乳がおこなわれます。

①ライナーの定期交換
　◦�ライナーは、乳頭に直接触れるため、メー

カー推奨期間内に定期交換する。劣化する
と、マッサージ機能の低下や拍動比のバラ
ツキにより、乳房炎や乳質低下リスクが高
まります。

②パルセーターの作動確認
　◦�拍動比が、メーカー仕様の範囲内（53～

65回/分）か確認する。
　　�異常があれば、専門家に点検調整を依頼す

る。
③チューブ類の洗浄・点検
　◦各チューブは、メーカー推奨期間内に定期交換する。
　◦チューブ内部の洗浄に加え、亀裂や劣化がないか目視で確認する。
④ 真空度・エア漏れの確認
　◦真空度の確認は、陰圧が安定した時点の真空度と設定真空度が同値か確認する。
　◦�エア漏れの確認は、エアを入れずに真空ポンプを停止した後、真空度が下がっていく速度がゆっく

りなら、エア漏れが少ない（問題無し）。速度が、速い ・ 不均一な場合は、専門家に点検・ 調整を
依頼する。

⑤ 調圧器の点検（目視による汚れの確認）
　◦安定した真空度を保つため、定期的な掃除と部品の交換をする。

🔍 機 器 の 数 値 ：真空圧が高い・低い、拍動比が高い・低い
🐄 搾乳牛の様子：�バタバタする、足を上げる、搾乳時間が長い（渋い）乳房

炎が増えたなど･･･。

ミルカーシステムの機能

メンテナンスのポイント

メンテナンスのサイン 「いつもと違う」変化はありませんか？
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根釧管内における根釧管内における
農業技術支援会議の活動について農業技術支援会議の活動について

酪農試験場
飼料生産技術グループ
　　　　　　中村　直樹

　農業技術支援会議（以下、支援会議）は、高度化・多様化する地域の農業課題に迅速かつ的確に対
応するため、平成18年度から全道的に活動している推進体制です。根釧管内では、根室地域農業技
術支援会議と釧路地域農業技術支援会議として、それぞれの振興局、酪農試験場、技術普及室（技術
普及課酪農試駐在）、農業改良普及センター、家畜保健衛生所から構成され、行政、研究、普及が一
体となって地域課題の支援を行うことを目的に活動を行っています。

　支援会議の運営は、年間を通じた計画
的なプロセスに基づいており、その中核
をなすのが「地域課題要望調査」です

（図）。この調査を通じて市町村や農業協
同組合などの地域関係機関から課題や要
望を収集し、事務局によるヒアリングを
経て、課題を「プロジェクト課題」、「行政
課題」、「研究課題」、「普及課題」、「地域対
応課題」の５つに分類して、それぞれ支
援会議全体、試験場、普及センター、行
政など、最も適切な機関が対応する体制
がとられています（表）。図　根釧管内における農業技術支援会議の運営イメージ

　プロジェクト課題としてはこれまで、根室地域では、令和６年度まで「麦類同伴栽培」を実施して
おり、釧路地域では、令和７～８年まで「飼料用とうもろこしの難防除雑草（ガガイモ）対策」を実
施しています。研究課題としては、令和８年から革新的技術導入による地域支援として「近年の根釧
地域の気象条件におけるマメ科混播草地の播種晩限の現地実証」に取り組んでいます。その他にも、
行政課題・研究課題・普及課題などにも多数取り組んで来ました。
　例年ですと、５月中旬に要望調査の依頼を開始し、６月下旬から７月上旬頃を報告期限としていま
す。その後、要望いただいた機関に対して個別のヒアリングを実施しています。今後、事務局会議や
全体調整会議、地域関係者会議といった一連の会議を通じて、活動計画の策定、進捗状況の報告、関
係者との合意形成が図られます。この体系的なアプローチにより、地域の農業が直面する課題解決に
向けた、組織的かつ効果的な技術支援の実現を目指しています。

表　聞き取りした要望の分類と対応

課題の分類 担当機関 課題の特徴

プロジェクト課題 支援会議 緊急・ 地域特有・ 行政・ 普及・ 研究が協働連携して取
り組む必要がある課題

行政課題 （釧路総合／根室）
振興局 行政に関係する要望

研究課題 酪農試 過去の成果だけでは解決できない課題

普及課題 普及センター 普及に関係する要望

地域対応課題 支援会議 地域性のある要望（地域対応課題）
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　６月29日現在 3,100円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 331 303 766,700 319,000 558,934 -26,362
乳牛・ホル初妊ET 57 50 930,600 551,100 724,746 -26,603
乳牛・ホ無　初妊 0 0 0 0 0 -458,260
乳牛・ホ無　初妊ET 0 0 0 0 0 0
乳牛・ホル　経産牛 0 0 0 0 0 0
そ の 他 の 乳 用 種 0 0 0 0 0 0

合　　　　計 388 353 930,600 319,000 582,420 -20,728

令和８年度5月末　管内農協生乳受託実績表	  （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　６月３日開催分	 税込み

６月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 12 ヶ 月 未 満 3,164 -27
未 経 産 12 ヶ 月 以 上 3,829 17
そ の 他 の 未 経 産 178 3

計 7,171 -7
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 8,765 35
そ の 他 の 経 産 牛 182 -1

計 8,947 34
合　　　　　　　計 16,118 27

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 434 -5
黒 毛 和 種 　 オ ス 168 5

計 602 0

合　　　　　　　計 602 0
総　　　合　　　計 16,720 27

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉素・黒毛　メス 400 400 950,400 497,200 808,742 30,592
肉素・黒毛　メス　ET 528 523 1,145,100 279,400 831,676 22,579
肉素・黒毛　メス計 928 923 1,145,100 279,400 821,737 26,726
肉素・黒毛　オス 0 0 0 0 0 0
肉素・黒毛　去勢 556 552 1,081,300 391,600 888,858 21,303
肉素・黒毛　去勢　ET 832 813 1,112,100 440,000 937,763 27,090
肉素・黒毛　去勢計 1,388 1,365 1,112,100 391,600 917,986 24,389
肉素・肉専用種 雌 0 0 0 0 0 0
肉素・肉専用種 去 0 0 0 0 0 0
繁 殖 ・ 黒 毛 37 36 1,337,600 559,900 906,186 30,840
繁殖・乳用交雑 0 0 0 0 0 -773,850
廃 用 ・ 肉 専 用 0 0 0 0 0 0
廃 用 ・ 黒 毛 130 130 1,108,800 110,000 630,410 55,454

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
Ｊ Ａ 標 津 町 9,555,179 98.6 18,893,204 99.2 114
Ｊ Ａ 中 標 津 町 13,761,274 99.0 27,101,450 99.6 147
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,618,525 96.7 14,936,760 96.7 105
Ｊ Ａ 中 春 別 10,145,328 97.7 20,039,273 98.0 140

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,696,460 99.5 15,117,879 100.0 95
上 春 別 支 所 6,519,420 101.2 12,834,145 101.3 57
別 海 本 所 13,230,649 96.9 25,935,055 97.3 190
根 室 支 所 4,629,015 101.0 9,018,983 100.8 64

小　　　　計 32,075,544 98.9 62,906,062 99.2 406
合　　　　　計 73,155,850 98.5 143,876,749 98.9 912

ホクレン根室家畜市場 一般市場 ６月24日開催分	 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）６月22日開催分　	税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　育成 10 10 354,200 94,600 249,700 95,260
乳牛・ホ無　育成 0 0 0 0 0 0
乳牛・ﾎﾙ　初妊 18 18 734,800 321,200 468,722 10,191
乳牛・ﾎﾙ　無初妊 0 0 0 0 0 0
乳牛・ホル　経産 5 5 650,100 344,300 534,600 171,325
乳牛・ﾎﾙ・無経産 0 0 0 0 0 -407,000
肉素・黒毛和種・メス 0 0 0 0 0 -458,700
肉素・黒毛和種・オス 2 2 657,800 310,200 484,000 484,000
肉素・黒毛和種・去 1 1 200,200 200,200 200,200 79,200
肉素・乳用交雑・ﾒｽ 0 0 0 0 0 -169,400
肉素・乳用交雑・去 0 0 0 0 0 -162,800
肉素・ホル中犢・ﾒｽ 0 0 0 0 0 -155,100
肉素・ホル中犢・ｵｽ 1 1 89,100 89,100 89,100 -40,333
肉素・ホル中犢・去 0 0 0 0 0 0
肉素・ホル・メス 31 31 590,700 11,000 299,413 -68,354
肉素・ホル・オス 0 0 0 0 0 0
肉素・その他・ﾒｽ 0 0 0 0 0 0
肉素・その他・去 1 1 264,000 264,000 264,000 176,000
肉素・肉専用種・メス 0 0 0 0 0 0
初生・黒毛和種・ﾒｽ 51 50 548,900 14,300 402,908 -24,592
初生・黒毛和種・ｵｽ 105 105 713,900 220,000 522,395 -11,368
初生・乳用交雑・ﾒｽ 128 127 284,900 3,300 186,186 -107,487
初生・乳用交雑・ｵｽ 148 148 382,800 5,500 218,528 -118,359
初生・ホル・ｵｽ 59 59 199,100 1,100 84,551 -73,475
初生・ホル乳用･ﾒｽ 23 23 256,300 26,400 164,857 -27,863
初生・異性双児・ﾒｽ 3 3 49,500 5,500 22,000 -23,467
初生・その他・ﾒｽ 0 0 0 0 0 0
初生・その他・ｵｽ 0 0 0 0 0 0
廃 用 黒 毛 和 種 0 0 0 0 0 0
廃用・乳用交雑 0 0 0 0 0 0
廃 用 ・ ホ ル 150 150 552,200 91,300 339,555 32,732
廃 用 ・ そ の 他 3 3 442,200 111,100 250,433 -71,867
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７月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農支援係でお受け取りください。

※�《応募方法》《締め切り》につきましては、
　最終ページ下段をご覧ください。

松永　良一さん

布藤　洋美さん

中田亜土武さん

大矢根さおりさん

吉田　光我さん

６月号の当選者

クロスワード６月号の答え

今回は購買部 資材課
吉田和弘課長が
抽選しました！

  タテのカギ
2　�オウムに似た鳥。オウムより小さく、カラフルで鮮や

かな鳥。
3　�親分。親方。顔役。"暗黒街の〇〇"組織・派閥・党

などの長。
4　流すこと。洗い水などを流す所。
5　西洋のやり方や様式。西洋式。洋風。「○○○○トイレ」
6　�「○○○○よりも鳴かぬ蛍が身をこがす」恋慕う気持ち

や切なさを口に出す者よりも、それを言わずにじっと
胸に秘めている者の方が、心は激しく燃えており、恋
焦がれる思いも切実たるものがあるの意。

7　黄色がかった緑色。
9　周りの土地よりも大きく盛り上がっている所。

  ヨコのカギ
1　夏といえばこれ！ウリの仲間の食べ物。
3　少しの範囲が燃えただけの小さな火事。「○○騒ぎ」
4　紫色の野菜。夏野菜の代表！
5　縦より横の方が長いこと。
8　鼻の中がしげきされて、急に息をふき出す体の運動。
10　海面に見える潮の流れ。
11　�部屋の中に光を入れたり、風を通すために、壁などに

空けてある穴。
12　単位に冠して1000分の1の意を表す語。記号【m】

１ 2 　
A

３

　 ４　
C

　
Ｄ

５ 　
F
6 7

８ 　
G
９

B
10 　

Ｅ
11

12
D

クロスワードクロスワード
提供元：クロスワード.jp

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

カ イ ギ シ ツ

minimini今月の　　シャッターチャンス　　シャッターチャンス

のまめしや～バス発見！次はあなたの街に通るかも？のまめしや～バス発見！次はあなたの街に通るかも？
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先月のお題は「夏の風と牧草地」でした！

◦�「クロスワード」正解者５名の方にすてきなプレゼントをさ
しあげます。なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただ
きます。

《応募方法》�前ページの点線の部分を事務所入り口に設置して
いる投書箱へ。 または、営農支援係までFAX（78-
2048）をお願いします。

《締め切り》2026年７月22日まで
　　 　　　�当選者の発表は「けねべつ」2026年８月号誌上

　７月に入り、牧草地には刈り取られたばかりの青々とした香りが漂っています。６月は寒暖
差の激しい日々が続きましたが、天気のはざまで一番草の収穫を進めている景色が見られました。
　本格的な夏を迎えるにあたり、どうか猛暑にはならず、穏やかで健やかな季節となりますよ
うにと願うばかりです。
　今回の俳句のテーマは「夏の夜の夢」です。素敵な作品をお待ちしております（７月22日締切）。
　応募先①営農部ＦＡＸ（78-2048）②つぶやくべぇ～に記入・投函　
　また、お題の写真も募集しております。素敵な写真がありましたら、是非ご提供してください。


